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１ 日本の少子化の状況 

(１) 全国の出生数と合計特殊出生率の推移（昭和 22 年～令和４年）  

出生数は第２次ベビーブーム以降、減少を続け、平成３ (1991)年以降は増加

と減少を繰り返しながら緩やかな減少傾向にある。合計特殊出生率は平成 17

（2005）年に過去最低となってからは微増傾向だったが、近年は微減傾向。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参照：厚生労働省「人口動態調査」 

 

(２) 全国の人口構造の推移と見通し  

    国内の人口は、平成 22(2010)年から減少傾向にある。今後も、年少人口  

（0～14 歳）と生産年齢人口の減少が続くとともに、高齢者人口（65 歳以上）

の割合が相対的に上昇し続けると予測されている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参照：内閣府：「少子化対策白書」 
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２ 福岡市の状況  

（１）福岡市の将来人口推計  

福岡市の人口は、令和22(2040)年頃にピークとなり約170万人に達し、以後

は減少に向かうと推計される。  

年少人口（０～14歳）は減少傾向となるが、全国と比較し緩やかに減少する

と推計される。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
（２）福岡市の 15 歳未満人口の内訳と構成率の推移  

全人口に占める年少人口（０～14 歳）の割合は、平成 17（2005）年まで減少

の傾向が続き、以降は横ばいとなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参照：総務省「国勢調査」 
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（３）人口構造（人口ピラミッド）  

福岡市は、全国と比較すると、18 歳以下の各年齢に比べて 19 歳から 26 歳ま

での人口が大幅に増加する形となっている。 

  ○福岡市 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参照：総務省「令和２年 国勢調査」 
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参照：総務省「令和２年 国勢調査」 
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（４）生産年齢人口における男女構成比  

    福岡市と全国の生産年齢人口を５歳毎に比較すると、全国では、55～59 歳の

区分から女性人口が男性人口を上回るが、福岡市では、全ての年代で女性人口が

男性人口を上回っている。  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

参照：総務省「令和２年 国勢調査」 

人数
人口に占める男

性の割合
人数

人口に占める女

性の割合
人数

人口に占める男

性の割合
人数

人口に占める女

性の割合

15～19 37,066人 (50.0%) 37,116人 (50.0%) 2,880千人 (51.3%) 2,737千人 (48.7%)

20～24 47,385人 (48.1%) 51,036人 (51.9%) 3,018千人 (50.9%) 2,913千人 (49.1%)

25～29 45,280人 (46.3%) 52,604人 (53.7%) 3,074千人 (51.0%) 2,958千人 (49.0%)

30～34 46,831人 (47.4%) 52,010人 (52.6%) 3,297千人 (50.8%) 3,188千人 (49.2%)

35～39 51,659人 (47.8%) 56,315人 (52.2%) 3,697千人 (50.6%) 3,615千人 (49.4%)

40～44 55,379人 (48.1%) 59,821人 (51.9%) 4,189千人 (50.5%) 4,102千人 (49.5%)

45～49 59,338人 (48.4%) 63,331人 (51.6%) 4,863千人 (50.4%) 4,787千人 (49.6%)

50～54 49,924人 (48.1%) 53,972人 (51.9%) 4,277千人 (50.1%) 4,263千人 (49.9%)

55～59 43,324人 (48.2%) 46,479人 (51.8%) 3,865千人 (49.8%) 3,902千人 (50.2%)

60～64 39,048人 (48.0%) 42,380人 (52.0%) 3,593千人 (49.2%) 3,704千人 (50.8%)

（参考）

全人口 761,148人 (47.2%) 851,244人 (52.8%) 61,350千人 (48.6%) 64,797千人 (51.4%)

年代

福岡市 全国

男性 女性 男性 女性
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（５）世帯数及び一世帯あたりの平均世帯人員の推移  

福岡市の世帯数は増加傾向にあるが、一世帯あたりの平均世帯人員は減少傾

向となっており、世帯規模の縮小が進んでいる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参照：総務省「国勢調査」 

 

（６）家族類型別の一般世帯数の割合  

家族類型別の一般世帯数の割合を見ると、夫婦と子ども世帯の割合が減少し、

非親族・単独世帯が増加するなど、少人数の世帯の割合が増加している。  

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参照：総務省「国勢調査」 
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（７）出生数の推移（昭和 45 年～令和４年）  

福岡市の出生数のピークは、昭和 48(1973)年、第２次ベビーブームのピーク

の年で、その後減少し、平成２(1990)年頃から 13,000 人台のほぼ横ばいで推移

してきたが、平成 20(2008)年以降は 14,000 人台で推移し、近年は減少傾向。  

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参照：福岡市推計人口及び厚生労働省「人口動態調査」 

 

（８）政令指定都市の人口 1,000 人あたり出生数  

福岡市の 1,000 人あたりの出生数は 7.5 人で、政令指定都市の中で、20 都市

中第２位となっている。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参照：厚生労働省「令和４年 人口動態調査」 

 

 

 

順位 都 市 名
1,000人あた

りの出生数
順位 都 市 名

1,000人あた

りの出生数
順位 都 市 名

1,000人あた

りの出生数
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（９）福岡市と全国の合計特殊出生率の推移  

福岡市の合計特殊出生率は、平成 27（2015）年に比べ令和２（2020）年は

0.13 ポイント減少しており、全国値と比較すると、低い値で推移している。  

       
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

参照：厚生労働省「人口動態調査」 

 
 
 
 
 

（10）政令指定都市の合計特殊出生率  

福岡市の合計特殊出生率は、政令指定都市の中で、20 都市中第 16 位となって

いる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参照：厚生労働省「令和２年 人口動態調査」 

   

 

〔合計特殊出生率とは〕 

15～49 歳までの女性の年齢別出生率を合計したもので、一人の女性が仮に 

その年齢別出生率で一生の間に生むとしたときの子どもの数。 

政令指定都市の合計特殊出生率は、国勢調査結果をもとに５年毎に算出。 

順位 都 市 名 数値 順位 都 市 名 数値 順位 都 市 名 数値

1 熊本市 1.51 8 静岡市 1.32 15 相模原市 1.23

2 北九州市 1.47 9 さいたま市 1.30 16 福岡市 1.20

3 浜松市 1.44 9 新潟市 1.30 17 仙台市 1.17

3 堺市 1.44 11 神戸市 1.27 17 大阪市 1.17

5 広島市 1.42 12 川崎市 1.26 19 京都市 1.15

6 岡山市 1.41 13 横浜市 1.25 20 札幌市 1.09

7 名古屋市 1.34 14 千葉市 1.24 1.33全    国
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（11）福岡市の未婚率の推移  

福岡市の未婚率(25～39 歳の５歳階級別)は、令和２年調査では、男女共に低

下している。なお、女性は、全国平均より高い値で推移している。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参照：総務省「国勢調査」 

（12）政令指定都市の若者率  

福岡市の若者率（15～29 歳の人口÷総人口×100(％)）は、政令指定都市の中

で、20 都市中第１位となっている。  

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参照：総務省「令和２年 国勢調査」 
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（13）政令指定都市の人口 1,000 人あたりの学生数  

福岡市の 1,000 人あたりの学生数は、政令指定都市の中で、20 都市中第２位

となっている。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和４年５月１日現在 

人口：各市推計人口／学生数：学校基本調査（文部科学省） 

 

 

 

（14）子育て環境満足度  

     子育て環境満足度は、平成 21（2009）年度に 60％を超え、その後、60％台で

推移。近年は、60％台後半から 70％台前半で推移している。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参照：「福岡市基本計画の成果指標に関する意識調査」 

 
   ※ 子育て環境満足度 

福岡市は「子育てしやすい」または「どちらかといえば子育てがしやすい」と 

感じる高校生以下の子を持つ保護者の割合 

 

【学生とは】 

「大学」「短期大学」「専修学校」「各種学校」に通っている者。（院生、聴講生を含む） 

専修学校：学校教育法第 124 条に基づく教育施設（例：専門学校等） 

各種学校：学校教育法第 134 条に基づく教育施設（例：ｲﾝﾀｰﾅｼｮﾅﾙ・ｽｸｰﾙ等） 

1,000人あた

りの学生数
学生数

1,000人あた

りの学生数
学生数

(人) (人) (人) (人)

1 京都市 114.8 166,320 11 大阪市 36.3 99,802

2 福岡市 67.6 109,719 12 広島市 36.2 43,148

3 名古屋市 67.0 155,746 13 静岡市 35.8 24,554

4 仙台市 62.1 68,133 14 北九州市 31.9 29,544

5 岡山市 55.8 40,150 15 相模原市 29.5 21,415

6 神戸市 53.5 80,900 16 横浜市 28.8 108,614

7 熊本市 46.9 34,610 17 浜松市 21.8 17,094

8 新潟市 45.7 35,655 18 堺市 21.1 17,213

9 千葉市 38.5 37,645 19 さいたま市 19.7 26,287

10 札幌市 36.7 72,451 20 川崎市 17.5 26,998
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H19

(2007)

H20

(2008)

H21

(2009)

H22

(2010)

H23

(2011)

H24

(2012)

H25

(2013)

H26

(2014)

H27

(2015)

H28

(2016)

H29

(2017)

H30

(2018)

R1

(2019)

R2

(2020)

R3

(2021)

R4

(2022)
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専門委員会③ 関連データ 

 

（１）児童相談所の児童虐待相談対応件数の推移  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
（２）子育てに対する不安や負担（乳幼児の保護者）  

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

参照：令和５年度  福岡市子ども・子育て支援に関するニーズ調査  

福岡市こども未来局調べ  
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（３） ひとり親家庭の世帯の年間税込み収入  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ＜母子家庭の現在の就業形態別の割合＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

1
5
0
万
円
未
満

1
5
0
～

　
2
0
0
万
円
未
満

2
0
0
～

　
3
0
0
万
円
未
満

3
0
0
～

　
4
0
0
万
円
未
満

4
0
0
～

　
5
0
0
万
円
未
満

5
0
0
～

　
7
0
0
万
円
未
満

7
0
0
～

　
1
0
0
0
万
円
未
満

1
0
0
0
万
円
以
上

無
回
答

自営業主 7.9% 27.6% 25.0% 17.1% 5.3% 5.3% 2.6% 3.9% 5.3%

家族従業者 23.1% 23.1% 23.1% - - 15.4% - 7.7% 7.7%

正社員・正職員 1.5% 4.7% 27.0% 29.5% 15.7% 13.4% 3.4% 1.9% 3.0%

派遣・契約社員 2.7% 19.8% 44.1% 18.0% 6.3% 6.3% - - 2.7%

パート・アルバイト 27.5% 26.0% 28.5% 9.5% 2.6% 1.8% 0.5% 0.5% 3.1%

臨時・日雇 60.0% - 40.0% - - - - - -

内職 - - - - - - - - -

その他 30.0% 20.0% 10.0% 10.0% - - - 10.0% 20.0%

参照：令和３年度  福岡市ひとり親家庭実態調査  

参考（平成 28 年度調査） 

 
 

251 万円 

490 万円 



12 

 

（４）ひとり親家庭になった当時と現在の仕事の有無  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
（５）ひとり親家庭の現在の就業形態  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

参照：令和３年度  福岡市ひとり親家庭実態調査  

参照：令和３年度  福岡市ひとり親家庭実態調査  
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（６）母子家庭の母の現在の仕事の継続意向  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ＜転職したい理由＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

参照：令和３年度  福岡市ひとり親家庭実態調査  
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（７）子どもの平日の朝食摂取状況（小６/中３、世帯収入別、世帯類型別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（８）子どもの学校などでの勉強の成績（世帯収入別、世帯類型別、子どもの学年別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（9）家庭で子どもと行うこと（世帯収入別、世帯累計別、子どもの学年別） 

 

 

 

 

 

  

参照：令和３年度  福岡市子どもの生活状況等に関する調査  

参照：令和３年度  福岡市子どもの生活状況等に関する調査  

4,333     3,860     251        34         158        30         
100.0     89.1       5.8        0.8        3.6        0.7        

300万円未満 634        75.6       11.5       1.6        9.9        1.4        

300万～600万円未満 1,449     89.2       5.4        1.0        3.6        0.8        

600万円以上 2,250     92.8       4.4        0.4        1.9        0.4        

ひとり親等 617        77.0       11.0       1.5        9.2        1.3        

ふたり親 3,716     91.1       4.9        0.7        2.7        0.6        

中学３年生全体

世
帯

収
入
別

世
帯

類
型

別

参照：令和３年度  福岡市子どもの生活状況等に関する調査  
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（１０）子育てについて気軽に相談できる相手や場所の有無（乳幼児保護者） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

～
２
０
０
万
円
未
満

２
０
０
～
３
０
０
万
円

３
０
０
～
４
０
０
万
円

４
０
０
～
５
０
０
万
円

５
０
０
～
７
０
０
万
円

７
０
０
～

 
１
０
０
０
万
円
未
満

１
０
０
０
万
円
以
上

無
回
答

  全  体 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0

たくさんいる（ある） 35.3 32.2 28.1 38.5 34.2 34.1 38.3 35.6 31.9

少しはいる（ある） 53.9 47.1 62.7 50.2 55.2 55.3 52.3 54.7 50.9

あまりいない（ない） 7.1 13.2 4.9 8.3 7.8 7.5 6.1 5.6 8.6

まったくいない（ない） 1.3 5.8 2.7 1.2 1.0 0.9 1.1 1.2 1.7

無回答 2.3 1.7 1.6 1.8 1.8 2.2 2.2 2.8 6.9

いない（ない）の合計 8.4 19.0 7.6 9.5 8.8 8.4 7.2 6.8 10.3

 
 
全
 
 
体

世帯年収

参照：令和５年度  福岡市子ども・子育て支援に関するニーズ調査  

（単位：％） 
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～
２
０
０
万
円
未
満

２
０
０
～
３
０
０
万
円

３
０
０
～
４
０
０
万
円

４
０
０
～
５
０
０
万
円

５
０
０
～
６
０
０
万
円

７
０
０
～
１
０
０
０
万
円

未
満

１
０
０
０
万
円
以
上

無
回
答

100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0

親族（親、きょうだいなど） 39.7 40.6 50.0 34.5 41.4 41.0 37.7 39.6 38.1

近所の人、知人、友人 56.3 45.3 48.1 58.6 54.7 56.9 57.3 60.1 51.2

小学校 37.9 31.3 30.8 38.6 33.5 39.7 40.4 36.4 44.0

保護者仲間 51.5 32.8 29.8 49.7 49.8 49.4 54.6 60.1 59.5

インターネット 76.0 65.6 67.3 75.9 77.8 79.5 77.8 76.9 59.5

市や区のホームページ 16.6 17.2 17.3 22.8 15.8 18.2 16.3 14.0 10.7

福岡市公式LINE 10.4 7.8 8.7 15.9 6.4 14.3 9.8 10.3 -

ふくおかサポート 0.2 - 1.0 - - 0.3 - 0.3 -

テレビ、ラジオ、新聞 23.5 18.8 16.3 24.1 22.7 26.8 23.4 22.4 26.2

区役所（保健福祉センター、市民センター等） 1.8 4.7 4.8 3.4 1.5 1.0 1.0 1.6 3.6

市の広報紙やパンフレット、公民館だより 23.7 18.8 19.2 19.3 23.2 28.8 22.4 23.4 27.4

市が発行する子育て情報ガイド 6.9 12.5 8.7 3.4 5.4 7.0 5.4 8.7 10.7

子育て雑誌、育児書 6.4 7.8 5.8 7.6 6.9 5.5 5.2 9.0 3.6

フリーペーパー 9.5 1.6 8.7 5.5 11.8 11.9 8.4 10.0 11.9

情報の入手先がわからない 1.8 7.8 2.9 0.7 1.5 2.1 1.3 1.6 2.4

その他 2.6 3.1 5.8 2.1 1.5 2.3 1.7 4.0 2.4

無回答 0.9 3.1 1.0 0.7 - - 0.4 0.9 8.3

世帯年収

  全  体

子
育
て
に
関
す
る
情
報
入
手
先

 
 
全
 
 
体

（１１）子育てに関する情報の入手先（小学生保護者） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

（単位：％） 

参照：令和５年度  福岡市子ども・子育て支援に関するニーズ調査  
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